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研究成果の概要（和文）： 

声帯に異常のない機能性音声障害は診断が難しく，これまでにも喉頭の視診や空気力学的検査

や声の音響分析など様々な鑑別診断の方法が検討されてきた． 

しかし，それぞれの検査では個体差が大きく，言語聴覚士が総合的に判断せざるを得なかった． 

今回は，言語聴覚士の臨床経験に頼らず，臨床場面で簡便に行える検査法を開発した．そのひ

とつが機能性音声障害患者の自覚的評価尺度であり，もうひとつが舌の交互反復運動検査であ

る． 

 
研究成果の概要（英文）： 

It is so difficult for speech therapist to diagnose functional voice disorder with no 

abnormality in the vocal cords. The various methods of differential diagnosis for functional 

voice disorder have been studied by speech therapist in the past, for example, acoustic voice 

analysis and aerodynamic analysis and laryngeal inspection. However, no consensuses 

exist among each measurement. Speech therapist has had to be based on the 

comprehensive evaluation. We have developed a new diagnostic method performed easily in 

clinical settings without relying on clinical experience of speech therapist. One of them is a 

self-perceptual scale for patients with functional voice disorder; another is alternative 

tongue movement. 
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１. 研究開始当初の背景 
 (1)機能性音声障害の診断には，発声時の喉
頭の視診が有用とされているが，健常者にお
いても機能性音声障害と同じ喉頭所見を示
すことがあると報告されている(Behrman et 
al.,2003).一方，発声時の空気力学的検査や
声の音響分析では，個人差が大きく，機能性
音声障害に一定の傾向は認められない
（Verdolini et al.,2006）. 
したがって，機能性音声障害の診断は，喉頭
の視診にくわえて声の聴覚心理的評価など
をもとに言語聴覚士が主観的に判断するこ
とが多かった．すなわち，言語聴覚士の臨床
経験に依存した診断であった． 
 近年，喉頭視診や機器的評価に加え，患者
の自覚的評価が患者の QOLには必要であると
いう考えから，様々な自覚的評価尺度が考案
されたが，標準化された日本語版はまだない． 
 
(2)機能性音声障害の病態に関する最新の研
究では，機能性音声障害の患者は内向型性格
が多く，日常的に発話場面でより緊張し易く，
緊張したまま発声するという誤学習により，
音声障害を誘発するということが報告され
ている(Dietrich et al.,2008).また，発声
時の緊張を緩める発声法としてあくびやた
め息，舌の突出による発声法などがこれまで
考案されてきた(Boone,1971)．これらのこと
から，発声時の緊張は，構音器官（特に舌）
の緊張として出現する可能性が高いと言え
る． 
 
(3)以上を踏まえ，機能性音声障害の診断の
一助となるべく，患者の自覚評価や発声器官
の緊張を非侵襲的にかつ簡便に測定できる
検査法の開発が必要であると考えた． 
 

２．研究の目的 

(1)機能性音声障害患者に用いる自覚的評価
尺度の日本語版の開発とその信頼性と妥当
性の検証 
 
(2)臨床的に簡便に行える発声器官の緊張度
を測定する方法の開発と検証 
 

３．研究の方法 

(1)米国で開発された音声障害の自覚的評価
尺 度 Voice Handicap Index(VHI) と
Voice-Related Quality of Life(V-RQOL)の
日本語版を作成し，その信頼性と妥当性を検
証した．さらに，小児用の自覚的評価尺度
Pediatric VHIについても日本語版を作成し，
同様に検証した． 
 
 
(2)舌の交互反復運動時に発声する場合と無
発声の場合で，反復運動速度や舌骨上筋の筋

緊張の程度に差が出ることに着目し，機能性
音声障害患者の鑑別に応用できないか検討
した． 
 
４．研究成果 
 
(1)中四国および関西地方の 4 病院の耳鼻咽
喉科外来を受診し，音声障害のある患者 112
名とそれ以外の通院患者 163 名に同意を得た． 
記載ミスのあるものを除き，表 2 の内訳のよ
うに研究協力者からデータを得た． 
 

 
 
 
 

 
 

信頼性を示すクロンバックα係数は，表 3に
示すように高い信頼性を示し，日本語版の有
用性を示唆された． 
 

 
 
 

 
 

 
 

さらに，音声障害群と健常群では有意な得点
差が認められ，この日本語版自覚的評価尺度
が鑑別に役立つことが示された（表 4）． 
 
 

 
 
 
研究協力を依頼した田口らによると，音声障
害群のなかでも機能性音声障害と心因性音
声障害および痙攣性発声障害では，この VHI
得点が，他の疾患に比してきわめて高いこと
を報告している（論文③）．すなわち，VHI 日
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本語版で機能性音声障害を鑑別できる可能
性があると考えられる． 
 
小児用 VHI についても国内の 5ヶ所の病院の
耳鼻咽喉科外来に通院している音声障害学
童 21 名と中国地方に居住する学童 106 名に
協力を依頼した（表１）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
信頼性を示すクロンバックα係数は，学童用
で0.92,保護者用で0.93という高い信頼性を
示した．この小児用 VHI は，学童用と保護者
用も作成し，どちらも信頼性が高いことが検
証された．また，音声障害学童と健常学童の
VHI 得点は，有意な差が認められ，音声障害
学童の得点が高いことが示された（表 2）． 
 
 

 

 
以上の結果から，機能性音声障害を対象とす
る自覚的評価尺度が，鑑別に有用である可能
性が示され，さらに対象が小児であっても鑑
別できる可能性が示唆された． 
 
(2) ストレスによる生理的緊張が舌骨上筋
群と呼ばれる外喉頭筋の筋緊張にどのよう
な影響を与えるのかということ，舌骨上筋の
ような外喉頭筋の筋緊張には健常群と機能
性音声障害患者群でどのような差異がある
のかということについて，舌の交互反復運動
を用いて検討した．生理的緊張の指標には脈
波計を用い，外喉頭筋の筋緊張の計測には舌
骨上筋群の表面筋電図を用いた． 
 
 
 
 
 
 
 
 

その結果，舌骨上筋群の表面筋電図では，機
能性音声障害男性患者で舌の前後反復運動
時に発声時と無発声時に筋緊張の差がある
ことが示された． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
つまり，舌交互反復運動時に発声時と無発声
時のどちらで，より筋緊張が高まっているか
ということをみることが鑑別に役立つ可能
性があると考えられる．さらに，舌交互反復
運動の反復回数では，機能性音声障害患者に
おいて反復回数が発声時でも無発声時でも
少なくなることから，反復運動回数は鑑別に
有用であることが示唆された． 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

(3)今後の展望 
音声障害の自覚的評価尺度については，日本
音声言語医学会においても，本報告をもとに
標準化作業が行われ，研究代表者が委員とし
て標準化作業に参加している．今秋には発表
予定である． 
舌の交互反復運動については，発声器官と構
音器官の相互関連性という観点から，さらに
検証が必要と思われる．この結果については，
今夏イタリアで開催される国際音声言語医
学会総会で発表する予定である． 
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